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Crown English Communication I, p. 16–17. 

 

Lesson 2 

Going into Space 

 

When Koichi Wakata was five years old, Apollo 11 landed on    

the (1)moon. He dreamed of becoming an astronaut. Twenty-  

seven years later, he made his first trip into (2)space. 

 

－1 

Every time I go into space, I discover my love   

for  the  earth.  I  have  been  in  space  on  the 

International Space Station (ISS) three (3)times. It 

goes around the earth 400 kilometers above us.  It 

(4)takes 90 minutes to fly around the earth. For 45 

minutes (5)you see the day view, and then in the next 

45 minutes you see the night view.  (6)It is very dark 

at night.  The stars are shining, and the Milky Way 

stretches (7)on and on. Our blue planet Earth looks 

like an oasis in the vastness of space. 

You can see images of the earth from space       

on TV and computers.  But those images are very  

different from the real view of the earth  

from space.  You can clearly see the oceans, 

the clouds, the mountains, and the rivers.  

You can even identify Japan by its shape.    

I feel so (8)lucky to have a beautiful home 

planet.
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Lesson 2—Lead 

(1) moon  1, p. 1294. 

 

・通例 the ～という用法指示から，the を

伴って使われる名詞であることを確認さ

せる。同ページの 5 行目にある earth，11

行目にある Milky Way も特定された名詞

のため，the を伴うことに言及できるとよ

い。 

・ 第2用例は動詞 landを名詞化しているが，

教科書本文とよく似た文であることに注

意を促す。辞書の用例には典型的なコロケ

ーション(よく使われる組み合わせ)が出て

いることを認識させたい。 

 

(2) space 4, p. 1894. 

 

・ 「宇宙(空間)」を意味する space は不可算

名詞であることを確認させる。さらに掘り

下げての違いに触れ，space が同ペー

ジ 4 行目(into space)，13 行目(of space)，

14 行目(from space)と無冠詞・単数形で使

われていることから，不可算名詞の用法を

理解させる。 

 

 

Lesson 2—Section 1 

(3) time  12, p. 2073. 

 
・ ～s; 数詞を伴っての用法指示に注目さ

せて，times と複数形で数詞を伴う形の時

に「…回，…度」の意味になることを指導

する。 

・ 第 1 用例の three times a day (1 日に 3 回)

という表現に気付かせると，発信力アップ

につながる。 

 

(4) take  9, p. 2003. 

 

・ 「時間がかかる」の take の用法を確認さ

せる。人や事が主語になること，take A 

to do/doingの文型表示から「…するのに」

という表現が to 不定詞になることや，併せ

て itを主語にした形にも触れたい。 

 

(5) you  5, p. 2304. 

 
・ 聞き手(読み手)だけではなく，人全般を表

す you の用法を確認し，訳さない方が自然

であることを理解させる。「あなた方は昼

間の景色が見えます」ではなく「昼間の景

色が見えます」が自然な解釈。 

・ 同ページの 10，14，17，19 行目にも同じ

用法の you があることを発見させる。 
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(6) it  7, p. 1074. 

 

・ 文法のポイントや語義 7 のの注記から，天

候状態などを表す it の用法を確認し，訳さ

なくてもいいことを理解させる。「それは

夜は暗いです」ではなく「夜は暗いです」

が自然。 

・ dark を使った終わりから 3 例目の用例と

教科書本文とを比較させて，状態を表す It 

is dark. (暗い)と状態の変化を表す It is 

getting dark. (暗くなってきた)の違いに触

れることも有効。 

 

(7) on  on and on, p. 1400. 

 

・ on and on という成句が副詞の項目の最後

から 2番目にあるので，意味を確認させる。

生徒の知っている on と and の意味を足し

ても「続けて」という成句の意味にはなら

ないことに触れ，成句を辞書で調べる習慣

を付けさせたい。 

・ また，「どんどん」という意味なので，前に

ある動詞 stretch (広がる，続く)と相性がよ

いコロケーションであることに言及する

のも良い。 

 

(8) lucky  1, p. 1202. 

 

・ よく使われる文構造なのでを使って

A is lucky to do/(that)節と表示され

ていることに注意させる。訳語にも触れ, 

主語である A〈人〉が，to 不定詞の内容を

することが「運がいい」となるとして，意

味と形を結び付けて指導する。よく似た第

2 用例を参照させて，enough を伴うこと

が多いことも付け加えたい。 

・ 文法項目(G-2)にある to 不定詞の用法のう

ち，「感情や反応の原因」を表す副詞的用法

と連動させて指導すると効果的(p. 2083, to 

 19b)。 
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Crown English Communication I, p. 18. 

 
－2 

Astronauts   from   different   countries   eat  

together every day.  That gives us the chance to 

enjoy many different of space foods, but eating 

without the (1)help of gravity is a problem.  When 

you eat senbei, you must be careful because it flies 

everywhere.  When you (2)eat soup, you must use a 

straw. 

In space, you cannot take a bath; you simply  

wipe your body with a cloth.  You sleep in your own 

room, but it is very small.  (3)All in all, life in space 
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Lesson 2—Section 2 

(1) help  1, p. 949.

 

・ help の名詞用法を参照させる。教科書本文

は without the help of ... (…の助けを借り

ずに)だが，第 4 用例の without one’s help 

(…の助けなしには)の形や，第 5 用例の

with the help of ... (…の助けがあって，…

が協力して)といったよく似た表現がある

ことに注意させる。 

・ また，第 1用例の Thank you for your help. 

について，コミュニケーションの際に多用

される重要な慣用表現として復習させる

のもよい。 

 

(2) eat  1a, p. 625. 

 

・ 教科書本文では目的語が soup であること

を確認させる。一緒に用いられることの多

い目的語(選択制限)を示す山形かっこ〈  〉

に〈スープなど〉が来ると説明している 

1aを参照させ，訳語が「食べる」ではなく

「飲む」となることを確かめさせる。 

・ 辞書の第 2 用例が eat soup と教科書本文

と同じ句になっているので参照させる。用

例訳に続くの注記から「スプーンで飲む

場合は eat，口を付けて飲む場合は drink, 

sip など」になることに注意させる。 

 

 

 

(3) all  all in all, p. 57. 

 

・ all には複数の品詞があることに注意させ

て，ここでは代名詞の成句にある all in all

を参照させる。 

・ 教科書本文では文頭で用いられているこ

とから成句義(1)に導き，教科書のこの部分

が「全体的に見れば，宇宙での生活はとて

も快適だ」という意味になることを確かめ

させる。 
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Crown English Communication I, p. 19. 

 

is very comfortable. 

We are very (1)busy with scientific experiments.  

However, we also have time for some other 

experiments. I tried arm wrestling with a Canadian 

astronaut.  To our surprise, both our bodies started 

to spin around.  In another experiment, I tried 

writing with a (2)brush.  I used too much ink, but it 

didn’t drip.  My favorite experiment was the “magic 

carpet.”  I put tape (3)on my feet to stick to a carpet.  

It (4)worked like magic.  I was flying in space! 
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 (1) busy  1, p. 275.

 
・ be busy with Aの文型表示から，busy は

叙述用法でよく使われること，「〈人が〉A

〈事〉に忙しい」という記述から，主語は

人であって「…に[が，で]忙しい」の部分に

with を使うことをしっかり理解させる。

busy などの基本的な単語(活用語彙)につ

いては，発信活動(スピーキング・ライティ

ング)に役立つ情報を辞書から引き出す習

慣を付けさせたい。 

・ さらに，よく使われる文構造としてbe 

busy doing「…するのに忙しい」という文

型表示にも注意させたい。 

・ コミュニケーションにある会話の慣用表現 

I’m busy. に触れるのも効果的。 

 

(2) brush1  1, p. 260.

 

・ 教科書本文では with a brush と不定冠詞

がついていることから，名詞用法を参照さ

せる。 

・ 教科書本文が動詞 writeに続いていること

から，「書く」という動詞の目的語となる

brush の意味を調べさせ，語義 1の「(筆記

用の)筆」という訳語に導く。「ブラシ」を

表す brush が「筆」の意味でも使えること

を確かめさせる。 
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(3) on 概念図,  1a, p. 1398 

 

・ 教科書本文の on my feet「自分の足の裏

[下]に」のように，on は常に「上に」にな

るわけではないので，on の持つイメージを

確認させたい。概念図や「…の表面に接し

て」という解説から，足の裏は下を向いて

いるが，面で接しているので on になるこ

とを理解させる。の記述や例文も理解

の助けになる。 

 

(4) work インデックス,  5, p. 2280. 





・ 重要な多義語に付いているインデックス

を使って，探している意味に素早くたどり

着く方法を指導する。インデックス全体を

見渡して work という語の全体像を把握さ

せた後，教科書本文中の「効果がある」を

意味する自動詞用法は語義5であることを
確認させ，その個所を参照させる。workは

2 ページ以上にわたる長い項目だが，イン

デックスを利用して辞書引きのスピード

アップを図りたい。 

・ この意味の work は〈計画・手段・機構な

ど〉が主語になることが，山形かっこ〈  〉

を使って示されているので確認させる。教

科書本文では若田さんの行った実験(it = 

my favorite experiment)が，教科書下部欄

外「20. work」で示されている例文では計

画(your plan)が，辞書の第 2 用例では制度

(the new system)がそれぞれ主語となって

いることに言及すると効果的。  
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Crown English Communication I, p. 20. 

 
－3 

In 2013, I was on the ISS for my third time.      

I was asked to be the commander of the ISS.  (1)As 

commander, my job was to see that we all lived     

in peace.  There were astronauts from America, 

Russia, and Latvia.  There was also Kirobo, the 

Japanese-speaking robot.  We all had to work 

together, talk together, and live in a very crowded 

(2)space for 188 days.  I had only one rule—we had to 

have dinner together as much as possible.  It was  

an important time to feel (3)relaxed and to talk  

about the day’s work and training. 
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Lesson 2—Section 3 

(1) as  1, p. 113.

 

・ 教科書本文が as commander という句に

なっており，名詞 commander に先行して

いることから前置詞用法を参照させる。 

・ 教科書本文の前の文で，若田さんが国際宇

宙ステーションの the commander (コマン

ダー・船長・指揮官)という職に就くよう依

頼されたことを確認させ，「役割･職業に注

目して」という補足説明のある語義 1に導
く。 

・ 辞書の最終用例を参照させて，ここでは

「コマンダーとして」という意味になるこ

とを確認させる。さらに用例の(the)という

表記は，the を省略することができること

を示しているのに注意させる。用例訳に続

くの注記をチェックさせて，唯一の役割

であるコマンダーを示す教科書本文では

the が省略された形になっていることを確

認させる。 

 

(2) space  1a, p. 1894. 

 

・ 教科書本文では a very crowded space と

不定冠詞と共に用いられていることから

加算用法であることを確認させ，ここでは

不加算用法の語義 4「宇宙」ではないこと

に注意させる。 

 

・ 教科書本文が live in a very crowded space

となっており，「(宇宙ステーションという) 

とても込みあった空間の中で生活する」と

いう意味が文脈にあっていることから語

義 1a を参照させる。語義番号に続く

というロゴから，この意味では「宇宙」と

は違って加算用法もあることに注意させ

る。 

 



指導用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（クラウン Lesson 2） 

 - 11 - v.3.01, as of 20 November 2018 

(3) relaxed  1, p. 1657. 

 

・ 教科書本文の feel relaxed という句が用例

になっていることから語義 1に導く。 

・ relaxed により修飾される典型的な名詞を

表す山形かっこ〈  〉の中に，「人・表情な

ど」と記されていることを確認させる。教

科書本文では宇宙ステーションの仲間が

「リラックスする，くつろぎを感じる，の

んびりした気持ちになる」という意味にな

ることを確かめさせる。 

・ 見出し語・発音記号に続く→relaxという

語源欄の記述から，relaxed という形容詞

は relax から派生していることがわかるの

で，辞書の見開きページにある relax を参

照させ，relax は「リラックスさせる」「リ

ラックスする」という動詞であることを確

認させる。 

 

・ 紙の辞書ならほかの関連語も見開きペー

ジにあるのでチェックさせやすい。動詞

relax だけでなく名詞の relaxation や，～

ing形の分詞形容詞である relaxingとの違

いも確かめさせるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 21. 

 

One final word.  Going into space is a 

frightening experience.  There are many dangers.  

You may wonder why I go into space?  I do it  

because it is a challenge and because it is   

important for (1)humanity.  Astronauts from around 

the world are working together.  Through this 

experience, I have (2)come to believe in our common 

humanity as citizens of the earth. Remember that 

(3)each one of us is a crew member of Spaceship  

Earth. 
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(1) humanity  1, 2, p. 992. 

 

・ 「人類」を表す humanity はであること

に注意させたい。類義語である human が

同じページにあるので比較させて，human

はであること，生物としての「人，人間」

を表すこと，形容詞として使われることな

どに気付かせるとよい。

・ さらに，教科書本文 19 行目の humanity

は語義 2になることにも触れたい。用例と

して教科書本文と同じ our common hu-

manity が出ているので，意味を発見させ

やすい。 

 

(2) come  13, p. 391.

 

・ 数多い項目の中から，come to doの文型

表示を手掛かりに語義 13 を参照させる。

「(一定期間の経験から)…するようになる」

ことを意味し，教科書本文の内容である

「宇宙旅行の経験から，人類共通の人間性

の価値を信じるようになった」という背景

と合致していることを確認させたい。 

・ 発信活動の際に become to do を使う生徒

が多いため，第 1用例の非文情報[×became 

to]に注意を促したい。 

・ さらに(3)の類似表現に触れることも

発信活動に役立つ。 

 

(3) each , p. 617.

 

・ 単数名詞の前でという用法指示を確認

させる。第 3 用例 each one of us は教科書

本文と同じ句であり，の注記にある「特

に個別性を強調」した定型表現として理解

させたい。 

・ さらに教科書本文や(1)も参考にして，

動詞の一致は単数扱いであることに注意

させることが重要。 

 


